
佐久市文化財保護審議会 会議録 

                                    

日時：令和元年８月２０日（火） 

 午前１０時５５分から１１時２５分 

場所：文化財事務所（駒場） 会議室 

 

委 員：出席１０名 

傍聴者：なし 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 会議事項  

  【佐久市文化財保護条例第 42条第 1項の規定により、佐々木会長が議長となる。】 

  

 議  長： （１）「佐久鯉・小ブナの養殖技術」等の無形民俗文化財への指定について、

事務局から説明願います。 

  

事 務 局： 「佐久鯉・小ブナの養殖技術」等の無形民俗文化財への指定について、 

【資料１】により説明。 

 

議  長： ただいまご説明いただきました件につきまして、ご質問、ご意見がありまし 

     たら、ご発言をお願いします。 

 

議  長： かつては北信地方においても「小ブナ」を盛んに水田で育てていましたが、 

問題点として、平地の場合、水害時に「小ブナ」が浮いてしまい、せっかく育 

ったのに収穫前に流されてしまう状況があり、今ではほとんどなくなってしま 

っています。非常に稀有なことで、今ではほとんど佐久地域だけで行われてお 

り、この佐久地域の自然環境もふまえ、技術的な面でも独特の文化として重要 

ではないかと思います。 

 

議  長：ご質問、ご意見がありましたら、ご発言をお願いします。 

 

 

 



委  員： 私も１０年ぐらい前まで「小ブナ」を養殖していた経験があるのですが、と 

ても大変で、今は高齢化で辞めていく農家の方が多く、高齢でなくてもかなり 

の手間暇がかかります。そして生産して、出荷してもなかなか利益につながら 

ない事情もあり、私が住む桜井地区でもかつて養殖していた人が次々と辞めて 

いっています。そのような中で、趣旨は私も理解し、賛同しますが、もし文化 

財指定ということになれば、条例にもありますが、対象を養殖技術の保持者と 

するのか、それとも保持団体とするのかということも定める必要があると思い 

ます。 

私が知る限りでは、団体としては、佐久養殖漁業協同組合、佐久の鯉人倶楽 

部、「小ブナ」の生産農家の皆さんで構成しているＪＡ佐久平ふな部会などが 

あります。もし団体を対象とするならば、そのような保持団体を指定に際して 

一つに絞ってしまうのか、または複数にするのかという点が課題になります。 

個人というわけにはいかないと思いますが、保持者、または保持団体を定める 

のかどうかを決めていただければと思っております。 

 

事 務 局： 今回は、諮問する前のご相談という形での第一回目となりますので、こちら 

      といたしましても、養殖技術の保持団体については、市の農政課にも声をかけ    

      て検討していかなければならないと思っております。 

まず、方向性としてどのような形でもっていくのが良いかという段階ですの 

で、皆さまのご意見をお聞きしながら、また進めていきたいと思っております。 

 

議  長： ただいまのようなことですので、引き続き検討していくということで、よろ 

しくお願いします。 

 

議  長：  続いて、（２）佐久市地域遺産（仮称）事業について、事務局から説明願い 

ます。 

 

事 務 局： 佐久市地域遺産（仮称）事業について、【資料２】により説明。 

 

議  長： 前回から協議されてきているところですが、小諸市の事例も紹介していただ

きました。 

       ただいまご説明いただきました件につきまして、ご質問、ご意見がありまし 

      たら、ご発言をお願いします。 

 

 

 



委  員： 今、小諸市の事例が紹介されましたが、これを見ると、一つ一つ独立した形 

      で文化財に近いように認定されています。私が常日頃思っていることは、例え 

      ば私は教員の勤務としては平根小学校が最後でしたが、平根小学校の東側に平 

尾富士があり、その手前に秋葉山という山があります。そこに登ってみ 

て驚いたのですが、曲輪、土塁、空堀を含めて山城の遺跡がよく残っています。 

佐久市には、そのような地域や場所が２０から３０はあると思います。私はそ 

のような山城を候補にしたいと考えていますが、その時に例えば平尾山の場合、 

平尾富士の部分、手前の秋葉山の部分、麓には平尾守芳という武将に関する曹 

洞宗の守芳院というお寺があります。そのようなものを一括して地域の宝とし 

て指定できないかと考えることがあります。 

今、私は岸野の根岸竹田に住んでおり、裏には虚空蔵山という標高差１００ 

      メートルほどの小さな山があります。これも実は烽火台ということで、山城、 

      または砦的な遺構がいくつか残っており、見晴台が作られたりしています。あ 

      れは虚空蔵山としてだけでなく、近隣に前山城（伴野城）、日向の地籍の日向 

      城というとても良い山城があり、前山城（伴野城）や日向城に比べれば、虚空 

      蔵山の方は山城の規模としては大きくないですが、佐久盆地を見渡せる地の利 

      があるように思えます。そういう意味では、この３つの山城はいつも連携しな 

      がら、戦国時代の山城、あるいは砦として使われていたような気がします。 

そのような形で、地域でさまざまなことを絡ませながら、複合的に保存し、 

また地域の住民に大切にしていってもらえるように進めていっていただけれ 

ばと考えています。そのように考えていくと、あちらこちらにあると思います 

が、たとえば少なくとも小学校区に１つずつはそのようなものを保存していけ 

るように考えれば楽しくなると思います。 

 

議  長： 他にご質問、ご意見がありましたら、ご発言をお願いします。 

       関連して、皆様方のお住まいの地域の小学校区で具体的な事例なようなもの 

      がありましたら、ご発言ください。 

 

議  長： もしなければ、今の貴重なご意見を参考にしながら、また事務局で引き続き 

      検討していただくことにしたいと思います。 

これで本日の会議事項は終了させていただきたいと思います。ご協力ありが 

      とうございました。これで、議長の任は閉じさせていただきます。 

 

【審議終了により議長退任】 

     

４ 閉  会 


